
人事約100名に実施 

推薦動向調査 2021 



調査対象 

実施期間 2021年1月20日〜1月27日

調査対象 理系人材を採用している人事担当者 99名

回答者属性 下記グラフ参照

従業員規模 業種



01  採用における 

推薦制度の利用状況 



4 

推薦制度の利用状況 

n=99

約6割の企業が推薦制度を導入していない。



5 

今後、推薦経由で採用する人数 

今後推薦からの採用を減らす予定の企業は少数

n=40
※推薦利用企業のみ対象



02  推薦制度による 

採用状況 



7 

推薦経由でのエントリー(応募)人数の変化 

推薦経由での応募は4割の企業が減少傾向に。

推薦経由の応募が
減少傾向にある企業

n=40
※推薦利用企業のみ対象



8 

推薦経由で採用する学生の人数の変化 

n=40
※推薦利用企業のみ対象

約3割の企業が推薦経由の採用が減少している傾向に。

2.5%

推薦経由の採用が
減少傾向にある企業



9 

推薦経由での学生の質の変化 

推薦経由での応募学生の質は3~4割の企業が低下傾向と回答。

推薦経由の学生の質が
低下傾向にある企業

n=40
※推薦利用企業のみ対象



10 

低下していると感じる観点について 

特に主体性や実行力が低下していると感じる企業が多い。

n=15



11 

低下していると感じる観点について 

研究内容への理解が甘くなっている。
自分で考える力が弱くなっている。

面接での質疑応答でや選考評価の結果、
自由応募の応募者の方がレベルが高いと感じるようになってきて
いる。

研究室の先生からの推薦（というより紹介）は当社の場合、他者
に内定が決まらなった学生の場合が多く、そういった点で質はや
や低めの傾向があります。



12 

推薦経由の採用状況まとめ 

推薦経由の採用事情

1. 推薦経由での採用は減少傾向。

2. 要因の１つに、推薦利用の応募数の減少がある。

推薦採用の質的観点

1. 3-4割の企業が推薦採用の学生の質の低下を感じている。

2. 特に、主体性や実行力の観点の課題が大きい。

上記の背景に「採用要件の変化」も見て取れた。この観点を次章にて記載する。



03  採用要件の変化 



14 

ここ10年間での新卒人材に求める専門性やスキルの変化 

n=99

2.5%

約6割が求める専門性やスキルが変化していると考えている



15 

求める専門性やスキルの変化が始まった時期 

n=59

2.5%
3.4%

採用要件の変化は直近5年で生じたという企業が6割。急激な変化が起こっている



16 

どのような専門性が必要になってきたか？ 

Python,MATLABなどのプログラミング言語スキルや、データサイエ
ンスに関する知識を希望する部門が増えてきています。

どのような職種に置いてもプログラミングが必要となり共通スキルに
なっています。

情報系のスキルの必要性が増してきている。単に情報を専門とする
学生だけではなく、専門が機械や電気・電子の学生でも情報系のス
キルがあった方が良い職務が増えている。

IT関連

DXの推進などを背景に、ITスキルの重要性がさらに高まってきている。



17 

どのような専門性が必要になってきたか？ 

ビジネスが多様化していくにつれ、抽象的なものをオーガナイズし自
ら実行していけるような創造性、リーダーシップが切望されている。

お客様側の技術の進歩や、多様化、複雑化する課題に対し、過去と
は異なる分野の技術や、技術のみならずコミュニケーションやロジカ
ルシンキング等のスキルも必要となっている。

専門スキルよりも総合力、変化への対応力

主体性/思考力

文理問わず、専門性だけでなく、
主体性や思考力、そしてリーダーシップが求められる環境に変化している。



18 

採用要件の変化まとめ 

変化の実態

1. 6割の企業に採用要件の変化を確認できた。

2. 採用要件の変化は直近5年で生じたという企業が6割。急激な変化が起こっている

変化の内容

1. 一番多く寄せられたのは、情報系のスキルのニーズであった。

→DX文脈でIT事業者以外も情報系のスキルは基礎スキルになりつつある。

2. 変化する市場においてリーダーシップを求める動きも見受けられた。



オンラインスカウト採用サービス



理系院生の4人に1人が登録するスカウトサービス 

これまでにない出会いが生まれる新しい理系採用市場



❶優秀理系

学生DB

LabBaseの他にはない３つの価値 

❷高い返信率
❸課題への

ソリューション
✖ ✖ 

研究開発分野の発展に強い意思を持ったPOLの面々がご提供します



理系院生の4人に1人が登録 
研究内容がわかるプロフィールでピンポイントにアプローチ 



登録学生の特徴 

登録者数 

AI研究学生の 

2人に1人 

機電系学生の 

3人に1人 

情報系学生の 

4人に1人 

50,000人以上 
2022年4月1日時点 



4. 母集団形成 
　 ターゲット学生との接点創出 

3. 認知拡大 
　 理系学生へのブランディング強化 

2. 採用プロセス設計 
中長期の採用力強化を目指して 

 

戦略設計から施策実行まで採用成功に伴走 

戦略コンサル

母集団形成 

採用プロセス設
計 

 

認知向上 

1. 戦略コンサル 





中部地方以外へのアプローチに課題。
特に情報系は中部圏だけでは優秀な学生を
採用することができなくなってきていた。

11名の学生を採用。返信率、内定率33％
他社ツールと比較しても高い合格率

導入前の課題 導入後の効果

「優秀な情報系学生にアプローチできる手段を広げたかった」 

　ー　株式会社デンソー様　ー 

導入事例 

提供メニュー
・LabBase
・運用コンサルティング
・LabBase Expo

採用ターゲット
・AI / データサイエンス /など

POLを選んだ理由
・DBが充実しており論文やハッカソンの結果まで閲覧でき、
深く学生を理解できる
・POLのAI人材を含めた IT人材の採用ノウハウ



ご利用企業様 事例 

SIerからDX推進コンサ
ルティングへのトラン
スフォーム 

自動車メーカーの 
イメージを払拭し、
CASE人材を採用 

株式会社デンソー 様  

BIPROGY株式会社 様  



「欲しい理系学生」に 

　オンラインで 

　気軽に会える。 

 

新サービス 



研究が忙しく就活ができていない学生や、 

地方・海外に住んでいる学生などの 

優秀な理系学生と、 

オンラインで繋がれるイベントです。 

LabBase Nowとは？ 



採用ニーズに合わせた3つのイベント 

優秀な理系学生の 

母集団を形成したい  

特定の層に絞って  

自社にぴったりの学生を

採用したい 

なかなか会えない 

優秀なエンジニアを  

採用したい 

LabBase Expo 
〜50-100名規模の大規模座談会〜 

LabBase Now 
〜カスタマイズ企画の座談会〜 

Career Draft 
〜優秀学生との1on1〜 



理系特化の採用サービス  

「LabBase」  

https://business.labbase.jp/

ご利用方法や導入事例はこちら  

お問い合わせ 

 

03-5962-9962 （10:00〜19:00） 
tob_marketing@pol.co.jp  

 

 
 

 

株式会社 POL 
 
〒100-0004  

東京都千代田区大手町一丁目 6番 1 号 大手町ビル 9階  

 

 
 

 

https://business.labbase.jp/

